
(57)【要約】

【課題】従来のブラシロールは、鋼板面に洗浄むらが発

生する事があると共に、高い耐熱性が求められていると

共に、製作が高価になるという課題があった。

【解決手段】シャフトの周面にブラシ片を有するチャン

ネルブラシが形成されてあると共に、前記ブラシ片は撚

り線のみ、あるいは撚り線と単線から形成されてある構

成としたものである。これにより、毛材の分布にむらが

できる事無く、鋼板面に洗浄むらが発生しない高い洗浄

性を有すると共に、安価に製作する事ができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鋼 板 の 表 面 に 付 着 し た 汚 れ を 除 去 す る 為 の ブ ラ シ ロ ー ル に お い て 、 前 記 ブ ラ シ ロ ー ル は
シ ャ フ ト の 周 面 に ブ ラ シ 片 を 有 す る チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ が 形 成 さ れ て あ る と 共 に 、 前 記 ブ ラ
シ 片 は 撚 り 線 の み 、 あ る い は 撚 り 線 と 単 線 か ら 形 成 さ れ て あ る こ と を 特 徴 と す る ブ ラ シ ロ
ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 構 成 よ り な る ブ ラ シ ロ ー ル に お い て 、 前 記 ブ ラ シ 片 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 線
、 ピ ア ノ 線 、 硬 鋼 線 あ る い は 真 鍮 線 の い ず れ か １ 種 類 以 上 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ブ ラ
シ ロ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 構 成 よ り な る ブ ラ シ ロ ー ル に お い て 、 前 記 撚 り 線 の 外 径 が ０ ．
１ ｍ ｍ 以 上 あ る い は 前 記 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 に よ り 形 成 さ れ
て あ る こ と を 特 徴 と す る ブ ラ シ ロ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ 記 載 の 構 成 よ り な る ブ ラ シ ロ ー ル に お い て 、 前 記 撚 り 線 の 外 径 が ０ ． １
ｍ ｍ 以 上 １ ． ５ ｍ ｍ 以 下 あ る い は 前 記 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 ０
． ５ ｍ ｍ 以 下 に よ り 形 成 さ れ て あ る こ と を 特 徴 と す る ブ ラ シ ロ ー ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ 記 載 の 構 成 よ り な る ブ ラ シ ロ ー ル に お い て 、 前 記 単 線 あ る い は 前 記 撚 り
線 を 構 成 す る 単 線 の 少 な く と も １ 本 以 上 の 断 面 が 多 角 形 に て 形 成 さ れ て あ る こ と を 特 徴 と
す る ブ ラ シ ロ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 冷 間 圧 延 し た 直 後 の 鋼 板 の 表 面 に 付 着 し て い る カ ー ボ ン や 残 留 鉄 分 等 の 汚 れ
を 除 去 す る 為 の ブ ラ シ ロ ー ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 冷 間 圧 延 し た 直 後 の 鋼 板 の 表 面 に 付 着 し て い る カ ー ボ ン や 残 留 鉄 分 等 の 汚 れ を 除
去 す る 為 の ブ ラ シ ロ ー ル に 関 し て は 、 様 々 な 改 良 が な さ れ 、 例 え ば 、 冷 間 圧 延 し た 直 後 の
鋼 板 の 表 面 に 付 着 し て い る カ ー ボ ン や 残 留 鉄 分 等 の 汚 れ を 除 去 す る 為 の ブ ラ ッ シ ン グ 併 用
式 の 洗 浄 装 置 に 用 い る チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ 式 の ブ ラ シ ロ ー ル に 関 し て 、 研 磨 材 入 り の 合 成 樹
脂 モ ノ フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 第 １ の 毛 材 ２ Ａ と 、 合 成 樹 脂 の 極 細 フ ィ ラ メ ン ト を 多 数 本 撚
り 合 わ せ て な る 第 ２ の 毛 材 ２ Ｂ と を 、 ２ ０ Ｗ ％ ～ ８ ０ Ｗ ％ 対 ８ ０ Ｗ ％ ～ ２ ０ Ｗ ％ の 割 合 で
混 合 し た 混 合 毛 材 ２ を 、 長 尺 の チ ャ ン ネ ル ３ の 溝 内 に ブ ラ シ 状 に 植 設 し 、 こ の チ ャ ン ネ ル
３ を シ ャ フ ト ４ の 外 周 面 に 密 に 巻 回 し 固 定 さ せ た 構 成 を 備 え た チ ャ ン ネ ル 式 の ブ ラ シ ロ ー
ル が 、 ブ ラ シ ロ ー ル と し て 、 特 公 平 ６ － ８ ５ ７ ２ ８ 号 公 報 に 開 示 さ れ て あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 製 鉄 工 業 の ス ト リ ッ プ を 洗 浄 す る の に 充 当 で き る ブ ラ シ ロ ー ル で あ っ て 、 ブ ラ シ
毛 材 が 繊 維 の 複 数 本 集 合 体 を 主 体 と し て 包 含 す る タ イ プ の ブ ラ シ ロ ー ル に 関 し て 、 ０ ． １
～ １ ． ０ ｍ ｍ 径 の 繊 維 ３ ～ ５ ６ 本 の 集 合 体 を 主 体 と し て 包 含 す る 第 １ の ブ ラ シ 毛 材 と 、 ０
． ０ ０ ５ ～ ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 径 の 繊 維 １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ 本 の 集 合 体 を 主 体 と し て 包 含 す る 第 ２
の ブ ラ シ 毛 材 と が 、 ロ ー ル 軸 の 周 面 に そ れ ら 第 １ 、 第 ２ の ブ ラ シ 毛 材 相 互 で 、 実 質 的 に 均
等 に 混 在 す る 態 様 で 、 分 布 さ れ て い る ブ ラ シ ロ ー ル が 、 ブ ラ シ ロ ー ル と し て 、 特 開 ２ ０ ０
２ － ３ ０ ６ ２ ４ ７ 号 公 報 に 開 示 さ れ て あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 　 特 公 平 ６ － ８ ５ ７ ２ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 　 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ６ ２ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の ブ ラ シ ロ ー ル は 、 上 記 の 如 く の 開 示 が な さ れ て あ る が 、 特 公 平 ６ － ８ ５ ７ ２ ８ 号
公 報 に 開 示 さ れ て あ る ブ ラ シ ロ ー ル に お い て は 、 毛 材 に 研 磨 材 入 り の 合 成 樹 脂 モ ノ フ ィ ラ
メ ン ト 、 及 び 合 成 樹 脂 の 極 細 フ ィ ラ メ ン ト を 使 用 し て い る 為 、 合 成 樹 脂 の 耐 溶 融 温 度 以 上
に な る と 、 毛 材 が 溶 け て し ま う と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ６ ２ ４ ７ 号 公 報 に 開 示 さ れ て あ る ブ ラ シ ロ ー ル に お い て は 、
毛 材 に ０ ． ０ ０ ５ ～ １ ． ０ ｍ ｍ 径 の 繊 維 の 集 合 体 を 使 用 し て い る 為 、 集 合 体 を 束 ね る 為 に
カ バ ー リ ン グ 加 工 が 必 要 で あ り 、 製 造 工 程 が 複 雑 で 、 か つ 製 造 コ ス ト が 高 く な る と い う 課
題 が あ っ た 。 ま た 、 第 １ 、 第 ２ の 毛 材 を 混 在 さ せ て い る 為 、 毛 材 の 分 布 に む ら が で き 、 鋼
板 面 に 洗 浄 む ら が 発 生 し て し ま う と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 鋼 板 面 に 、 洗 浄 む ら が
発 生 す る 事 が 無 く 、 高 い 耐 久 性 、 高 い 洗 浄 性 、 及 び 高 い 耐 熱 性 を 有 す る と 共 に 、 安 価 な ブ
ラ シ ロ ー ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 課 題 解 決 手 段 は 、 シ ャ フ ト の 周 面 に ブ ラ シ 片 を 有 す る チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ が 形 成 さ
れ て あ る と 共 に 、 前 記 ブ ラ シ 片 は 撚 り 線 の み 、 あ る い は 撚 り 線 と 単 線 か ら 形 成 さ れ て あ る
構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ の 課 題 解 決 手 段 は 、 前 記 ブ ラ シ 片 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 、 ピ ア ノ 線 、 硬 鋼 線 あ
る い は 真 鍮 線 の い ず れ か １ 種 類 以 上 を 有 す る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 第 ３ の 課 題 解 決 手 段 は 、 前 記 撚 り 線 の 外 径 が ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 あ る い は 前 記 撚 り 線
を 構 成 す る 単 線 の 外 径 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 に よ り 形 成 さ れ て あ る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 第 ４ の 課 題 解 決 手 段 は 、 前 記 撚 り 線 の 外 径 が ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 １ ． ５ ｍ ｍ 以 下 あ る
い は 前 記 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 に よ り 形 成 さ れ
て あ る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 第 ５ の 課 題 解 決 手 段 は 、 前 記 撚 り 線 を 構 成 す る 少 な く と も １ 本 以 上 の 単 線 の 断 面
が 多 角 形 に て 形 成 さ れ て あ る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 第 １ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 次 の 通 り で あ る 。 す な わ ち 、 ブ ラ シ 片 に 、 複 数 の
単 線 を 撚 り 加 工 し た 撚 り 線 を 使 用 し て チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ を 製 作 後 、 シ ャ フ ト の 周 面 に 巻 き
付 け て あ る 為 、 鋼 板 面 か ら ブ ラ シ 片 が 受 け る 衝 撃 力 等 の 反 力 を 、 撚 り 線 を 構 成 す る 複 数 の
単 線 が 、 吸 収 、 及 び 分 散 さ せ る 事 が で き る 。 そ の 為 、 ブ ラ シ 片 の 毛 切 れ を 防 止 で き る と 共
に 、 ブ ラ シ 片 が 変 形 し た 時 で あ っ て も 、 加 工 性 能 が 、 劣 化 す る 事 が 無 い 。 ま た 、 撚 り 線 を
構 成 す る 複 数 の 単 線 は 、 撚 り を 加 え た こ と に よ る 毛 腰 を 発 生 さ せ る 事 が で き る 為 、 ブ ラ シ
片 は 、 毛 癖 が 付 き に く く 、 毛 切 れ を 防 止 で き る 。 ま た 、 毛 癖 が 付 き に く い 為 、 長 時 間 ブ ラ
シ ロ ー ル を 使 用 し て も 、 使 用 前 の ブ ラ シ 片 の 外 径 を 保 持 す る 事 が で き る 。 撚 り 線 は 、 上 記
の 作 用 を 有 し て い る 為 、 毛 材 の 分 布 に む ら が で き る 事 が 無 く 、 鋼 板 面 に 洗 浄 む ら が 発 生 し
な い と 共 に 、 安 価 に 製 作 で き る と い う 効 果 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 第 ２ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 、 ブ ラ シ 片 に 、 高 い 耐 熱 性 を 有 す る ス テ ン レ ス
鋼 線 、 ピ ア ノ 線 、 硬 鋼 線 あ る い は 真 鍮 線 が 使 用 さ れ て あ る 為 、 合 成 樹 脂 の 毛 材 が 溶 け て し
ま う 使 用 環 境 下 に お い て も 、 毛 材 が 溶 け る こ と 無 く 、 鋼 板 の 表 面 に 付 着 し た 汚 れ を 除 去 で
き る 。 ま た 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 は 、 酸 、 ア ル カ リ 、 熱 に 強 く 、 錆 が 発 生 す る 事 が 無 く 、 毛 折
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れ が 少 な い を い う 性 質 を 有 し て い る 。 ま た 、 ピ ア ノ 線 は 化 学 成 分 が 均 一 で 不 純 物 、 非 金 属
介 在 物 が 少 な い 為 、 高 い 耐 引 張 性 、 耐 へ た り 性 を 有 し て い る 。 ま た 、 硬 鋼 線 は 、 冷 間 引 延
し に よ り 製 作 さ れ 、 安 価 で 広 範 囲 の 目 的 に た い し て 好 適 に 使 用 で き る と い う 性 質 を 有 し て
い る 。 ま た 、 真 鍮 線 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 、 硬 鋼 線 よ り も 毛 腰 が 柔 ら か い と い う 性 質 を 有 し
て い る 。 そ の 為 、 使 用 目 的 に 応 じ て ブ ラ シ 片 に 上 記 材 質 を 選 択 し て 使 用 す る 事 に よ り 、 ブ
ラ シ ロ ー ル は 、 上 記 性 質 を 有 す る 高 い 洗 浄 性 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 第 ３ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 、 撚 り 線 の 外 径 が ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 あ る い は 撚 り
線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 の 毛 材 を 使 用 す る の で 、 冷 間 圧 延 し た 直 後 の
鋼 板 の 表 面 に 付 着 し て い る カ ー ボ ン や 残 留 鉄 分 等 の 汚 れ を 除 去 す る 為 の ブ ラ シ ロ ー ル の 研
削 量 と し て 好 適 な ２ ． ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 上 を 確 保 す る 事 が 容 易 に で き る 。 そ の 為 、 鋼 板 の 表 面
に 除 去 さ れ な い 汚 れ が 残 る 事 が 無 い 。 ま た 、 毛 材 の 分 布 に む ら が で き る 事 無 く 、 鋼 板 面 に
洗 浄 む ら が 発 生 す る 事 が 無 い 。 ま た 、 毛 材 の 毛 倒 れ あ る い は 毛 折 れ が 発 生 す る 事 が 無 い と
共 に 、 鋼 板 面 に た い し て 、 極 め て 細 か く 、 か つ 平 滑 に 接 触 す る 為 、 高 い 洗 浄 性 を 有 す る 事
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 第 ４ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 、 撚 り 線 の 外 径 が ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 １ ． ５ ｍ ｍ 以
下 あ る い は 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の 毛 材 を 使 用
す る の で 、 上 記 第 ３ の 課 題 解 決 手 段 と 同 じ 作 用 を 有 す る 。 ま た 、 撚 り 線 の 外 径 が １ ． ５ ｍ
ｍ 以 下 あ る い は 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 が ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の 毛 材 を 使 用 す る の で 、 洗
浄 後 の 鋼 板 の 表 面 粗 さ が 過 大 に な る 事 に よ り 発 生 す る 汚 れ 残 り 、 毛 材 の 分 布 の む ら 、 洗 浄
む ら が 無 い 。 そ の 為 、 高 い 洗 浄 性 を 有 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 第 ５ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 、 多 角 形 の 断 面 を 有 す る 単 線 に て 撚 り 線 を 構 成
し た 為 、 多 角 形 の 角 部 が 鋼 板 の 表 面 に 接 触 し て 、 汚 れ を 掻 き 出 せ る 為 、 高 い 洗 浄 性 を 発 揮
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 本 発 明 の ブ ラ シ ロ ー ル は 、 シ ャ フ ト の 周 面 に 、 撚 り 線 の み 、 あ る い は 撚
り 線 と 単 線 か ら な る ブ ラ シ 片 に て チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ が 形 成 さ れ て あ る 事 に よ り 、 毛 材 の 分
布 に む ら が で き る 事 無 く 、 鋼 板 面 に 洗 浄 む ら が 発 生 し な い 高 い 洗 浄 性 を 有 す る と 共 に 、 安
価 に 製 作 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 、 ピ ア ノ 線 、 硬 鋼 線 、 あ る い は 真 鍮 線 が 使 用 さ れ て あ る 為 、 合 成
樹 脂 の 毛 材 が 溶 け て し ま う 使 用 環 境 下 に お い て も 、 毛 材 が 溶 け る こ と 無 く 、 高 い 耐 熱 性 を
有 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 撚 り 線 の 外 径 が ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 あ る い は 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 が ０ ． ０ ５
ｍ ｍ 以 上 に て 形 成 さ れ て あ る の で 、 毛 材 の 毛 倒 れ あ る い は 毛 折 れ が 発 生 す る 事 が 無 い 。 ま
た 、 鋼 板 面 に た い し て 、 極 め て 細 か く 、 か つ 平 滑 に 接 触 さ せ る 事 が で き る 。 そ の 為 、 毛 材
の 分 布 に む ら が で き る 事 無 く 、 鋼 板 面 に 洗 浄 む ら が 発 生 し な い 高 い 洗 浄 性 を 有 す る 事 が で
き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 撚 り 線 の 外 径 が ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 １ ． ５ ｍ ｍ 以 下 あ る い は 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の
外 径 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 に て 形 成 さ れ て あ る の で 、 毛 材 の 毛 倒 れ あ る い は
毛 折 れ が 発 生 す る 事 が 無 い 。 ま た 、 鋼 板 面 に た い し て 、 極 め て 細 か く か つ 平 滑 に 接 触 さ せ
る 事 が で き る 。 そ の 為 、 毛 材 の 分 布 に む ら が で き る 事 無 く 、 鋼 板 面 に 洗 浄 む ら が 発 生 し な
い 高 い 洗 浄 性 を 有 す る 事 が で き る 。 ま た 、 撚 り 線 の 外 径 が １ ． ５ ｍ ｍ 以 下 あ る い は 撚 り 線
を 構 成 す る 単 線 の 外 径 が ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の 毛 材 を 使 用 す る の で 、 洗 浄 後 の 鋼 板 の 表 面 粗 さ
が 、 過 大 に な る 事 に よ り 発 生 す る 、 汚 れ 残 り 、 毛 材 の 分 布 の む ら 、 洗 浄 む ら が 無 い 。 そ の
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為 、 高 い 洗 浄 性 を 有 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 多 角 形 の 角 部 が 鋼 板 の 表 面 に 接 触 し て 、 汚 れ を 掻 き 出 せ る 為 、 高 い 洗 浄 性 を 発 揮
す る 事 が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 鋼 板 の 表 面 に 付 着 し た 汚 れ を 除 去 す る 為 の ブ ラ シ ロ ー ル に お い て 、 前 記
ブ ラ シ ロ ー ル は シ ャ フ ト の 周 面 に ブ ラ シ 片 を 有 す る チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ が 形 成 さ れ て あ る と
共 に 、 前 記 ブ ラ シ 片 は 撚 り 線 の み 、 あ る い は 撚 り 線 と 単 線 か ら 形 成 さ れ て あ る と し た も の
で 、 撚 り 線 を 構 成 す る 複 数 の 単 線 が 、 鋼 板 面 か ら ブ ラ シ 片 が 受 け る 衝 撃 力 等 の 反 力 を 、 吸
収 、 及 び 分 散 さ せ る 事 が で き 、 ブ ラ シ 片 の 毛 切 れ を 防 止 で き 、 ブ ラ シ 片 が 変 形 し た 時 で あ
っ て も 、 加 工 性 能 が 劣 化 す る 事 が 無 い 。 ま た 、 複 数 の 単 線 は 、 撚 り を 加 え た こ と に よ る 毛
腰 を 発 生 さ せ る 事 が で き 、 ブ ラ シ 片 は 、 毛 癖 が 付 き に く く 、 毛 切 れ を 防 止 で き る 。 ま た 、
毛 癖 が 付 き に く い 為 、 長 時 間 ブ ラ シ ロ ー ル を 使 用 し て も 、 使 用 前 の ブ ラ シ 片 の 外 径 を 保 持
す る 事 が で き 、 ブ ラ シ ロ ー ル は 、 高 い 耐 久 性 を 有 す る 事 が で き る 。 ま た 、 毛 材 の 分 布 に む
ら が で き る 事 が 無 い の で 、 鋼 板 面 の 洗 浄 性 が 飛 躍 的 に 向 上 す る と 共 に 、 安 価 に 製 作 で き る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の ブ ラ シ 片 を 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 、 ピ ア ノ 線 、 硬 鋼 線 、
あ る い は 真 鍮 線 に し た も の で 、 従 来 の ブ ラ シ 片 に 合 成 樹 脂 を 使 用 し た 方 法 に 較 べ て 、 耐 熱
性 が 飛 躍 的 に 向 上 す る 。 ま た 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 は 、 酸 、 ア ル カ リ 、 熱 に 強 く 、 錆 が 発 生 す
る 事 が 無 く 、 毛 折 れ が 少 な い を い う 性 質 を 有 し て い る 為 、 合 成 樹 脂 の 替 わ り に ス テ ン レ ス
鋼 線 を 採 用 し た 。 ま た 、 ピ ア ノ 線 は 化 学 成 分 が 均 一 で 不 純 物 、 非 金 属 介 在 物 が 少 な く 、 高
い 耐 引 張 性 、 耐 へ た り 性 を 有 し て い る 為 、 合 成 樹 脂 の 替 わ り に ピ ア ノ 線 を 採 用 し た 。 ま た
、 硬 鋼 線 は 、 冷 間 引 延 し に よ り 製 作 さ れ て あ り 、 安 価 で 広 範 囲 の 目 的 に た い し て 好 適 に 使
用 で き る 為 、 合 成 樹 脂 の 替 わ り に 硬 鋼 線 を 採 用 し た 。 ま た 、 真 鍮 線 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 、
硬 鋼 線 よ り も 毛 腰 が 柔 ら か い と い う 性 質 を 有 し て い る 為 、 合 成 樹 脂 の 替 わ り に 真 鍮 線 を 採
用 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 の 撚 り 線 の 外 径 を ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 あ る い は
撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 を ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 に し た も の で 、 従 来 の 合 成 樹 脂 の 極 細 フ
ィ ラ メ ン ト を 使 用 し た 方 法 に 較 べ て 、 毛 材 の 耐 久 性 が 飛 躍 的 に 向 上 す る と 共 に 、 鋼 板 面 に
洗 浄 む ら が 発 生 し な い 高 い 洗 浄 性 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ か ら 第 ３ の 発 明 の 撚 り 線 の 外 径 を ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 １ ． ５ ｍ ｍ
以 下 あ る い は 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 を ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 に し た も の
で 、 従 来 の 合 成 樹 脂 の 極 細 フ ィ ラ メ ン ト を 使 用 し た 方 法 に 較 べ て 、 毛 材 の 耐 久 性 が 飛 躍 的
に 向 上 す る と 共 に 、 鋼 板 面 に 洗 浄 む ら が 発 生 し な い 高 い 洗 浄 性 を 発 揮 で き る 。 ま た 、 洗 浄
後 の 鋼 板 の 表 面 粗 さ が 過 大 に な る 事 に よ り 発 生 す る 、 汚 れ 残 り 、 毛 材 の 分 布 の む ら 、 洗 浄
む ら が 無 い 。 そ の 為 、 高 い 洗 浄 性 を 有 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ か ら 第 ４ の 発 明 の 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 断 面 を 多 角 形 に し
た も の で 、 従 来 の 断 面 が 円 形 状 の 単 線 を 使 用 し た 方 法 に 較 べ て 、 鋼 板 の 表 面 の 汚 れ の 掻 き
出 し 性 能 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形
態 に よ り 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ か ら 図 ５ に て 実 施 例 １ を 示 す 。 図 １ は 、 本 発 明 の ブ ラ シ ロ ー ル を 、 前 面 側 か ら 見 た
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斜 視 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ は ブ ラ シ ロ ー ル 、 ２ は シ ャ フ ト 、 ３ は ブ ラ シ 片 、 ５ は チ
ャ ン ネ ル ブ ラ シ 、 ６ は 止 め 金 具 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 使 用 す る ブ ラ シ 片 を 前 面 側 か ら 見
た 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 ４ は 単 線 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 の ブ
ラ シ 片 を 前 面 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 ７ は 集 束 体 、 １ ４ 、 ２ ４ は 単 線 、
２ ３ 、 ３ ３ は ブ ラ シ 片 で あ る 。 図 ４ は 、 図 １ の チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ の 断 面 図 で あ る 。 図 ４ に
お い て 、 ８ は 帯 状 体 、 ９ は 芯 線 で あ る 。 図 ５ は 、 ブ ラ シ ロ ー ル の 研 削 量 を 示 す グ ラ フ で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 、 図 １ の 如 く 、 略 円 柱 形 状 か ら な る シ ャ フ ト ２ の 外 周 面 に 、 複 数 の ブ
ラ シ 片 ３ が 挟 み 込 ま れ た チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ ５ が 、 密 集 さ せ て 巻 き 付 け て あ り 両 側 か ら 止 め
金 具 ６ に て 装 着 さ れ て あ る 。 ま た 、 ブ ラ シ 片 ３ は 、 図 ２ の 如 く 、 複 数 の 単 線 ４ を 束 ね た 後
、 捩 り を 加 え て 撚 り 線 状 に な る よ う に 形 成 さ れ て あ る 。 単 線 ４ の 材 質 に は 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４
等 に 代 表 さ れ る ス テ ン レ ス 鋼 線 が 使 用 さ れ て あ る 。 ブ ラ シ 片 ３ は 、 一 般 的 に は 、 ロ ー プ 、
ケ ー ブ ル 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 等 と 呼 ば れ て い る 場 合 も あ る 。 ま た 、 チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ ５ は 、
図 ４ の 如 く 、 ブ ラ シ 片 ３ を 芯 線 ９ と 帯 状 体 ８ に て 挟 み こ ん で 製 作 さ れ て あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ 片 ３ の 材 質 に つ い て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 以 外 に も ピ ア ノ 線 、 硬 鋼 線 、 あ る
い は 真 鍮 線 等 を 使 用 で き る 。 前 記 の 各 材 質 は 、 合 成 樹 脂 に 較 べ て 耐 熱 温 度 が 高 い の で 、 合
成 樹 脂 の ブ ラ シ 片 が 熱 に よ り 溶 け て し ま う 温 度 環 境 で あ っ て も 、 溶 け る 事 無 く 、 確 実 に 鋼
板 の 表 面 の 汚 れ を 除 去 で き る 。 そ の 為 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ の 耐 熱 性 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る 事
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 、 ブ ラ シ 片 ３ 以 外 に も 、 図 ３ （ Ａ ） の 如 く 、 単 線 １ ４ を ブ ラ シ
片 ３ に た い し て 所 定 重 量 ％ 混 ぜ て 使 用 で き る 。 単 線 １ ４ を 混 ぜ た 場 合 に お い て は 、 汚 れ を
除 去 さ せ る 為 の 接 触 時 の 加 工 性 能 を 、 ブ ラ シ 片 ３ と 単 線 １ ４ の ２ 種 類 に て 設 定 で き る の で
、 特 に 、 汚 れ の 付 着 量 の 多 い 鋼 板 に た い し て 有 効 で あ る 。 前 記 の 加 工 性 能 と は 、 例 え ば 、
鋼 線 に お い て 、 撚 り 線 の ブ ラ シ 片 ３ の 外 径 と 単 線 １ ４ の 外 径 が 同 一 の 場 合 に は 、 鋼 板 面 に
た い す る 加 圧 力 、 衝 撃 力 等 は 、 単 線 １ ４ の 方 が 撚 り 線 の ブ ラ シ 片 ３ よ り も 大 き く 、 鋼 板 面
に た い す る 加 圧 力 、 衝 撃 力 等 の 反 力 の 吸 収 力 、 分 散 力 は 、 撚 り 線 の ブ ラ シ 片 ３ の 方 が 、 単
線 １ ４ よ り も 大 き く 、 破 断 等 に た い す る 耐 久 性 も 、 撚 り 線 の ブ ラ シ 片 ３ の 方 が 、 単 線 １ ４
よ り も 高 い 耐 久 性 を 有 し て い る と い う 事 等 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 、 図 ３ の （ Ｂ ） の 如 く 、 複 数 の 繊 維 を 束 ね た 後 、 捩 り を 加 え て
形 成 し た 集 束 体 ７ を 、 複 数 、 束 ね た 後 、 捩 り を 加 え て 撚 り 線 状 に な る よ う に 形 成 さ れ て あ
る ブ ラ シ 片 ２ ３ を 使 用 す る 事 も で き る 。 ブ ラ シ 片 ２ ３ を 使 用 し た 場 合 に は 、 ブ ラ シ ロ ー ル
１ は 、 鋼 板 面 か ら ブ ラ シ 片 ２ ３ が 受 け る 衝 撃 力 等 の 反 力 を 、 集 束 体 ７ が 吸 収 、 及 び 分 散 さ
せ る 事 が で き る 。 そ の 為 、 ブ ラ シ 片 ２ ３ が 、 破 断 あ る い は 毛 切 れ す る 事 無 く 、 変 形 し た 時
で あ っ て も 、 加 工 性 能 が 劣 化 す る 事 が 無 く 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 高 い 耐 久 性 を 有 す る 事 が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 、 図 ３ の （ Ｃ ） の 如 く 、 断 面 が 四 角 形 か ら な る 多 角 形 に て 形 成
さ れ て あ る 複 数 の 単 線 ２ ４ を 束 ね た 後 、 捩 り を 加 え て 撚 り 線 状 に な る よ う に 形 成 さ れ て あ
る ブ ラ シ 片 ３ ３ を 使 用 す る 事 も で き る 。 ブ ラ シ 片 ３ ３ を 使 用 し た 場 合 に は 、 ブ ラ シ ロ ー ル
１ は 、 単 線 ２ ４ の 多 角 形 の 角 部 が 、 鋼 板 面 に た い し て 掻 き 出 す よ う に 接 触 さ せ る 事 が で き
る 。 特 に 、 汚 れ が 強 く 付 着 し た 鋼 板 に た い し て 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ 片 ３ 、 ２ ３ 、 ３ ３ の 形 状 に つ い て は 、 操 作 用 ワ イ ヤ ー ロ ー プ と し て 、 Ｊ Ｉ
Ｓ Ｇ ３ ５ ４ ０ に 記 載 が さ れ て あ る 形 状 を 採 用 で き る 。 ま た 、 前 記 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ ３ ５ ４ ０ に 記 載
さ れ て あ る 撚 り 方 向 、 撚 り 方 、 試 験 等 を 採 用 す る 事 も で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 ま た 、 ブ ラ シ 片 ３ を 構 成 す る 単 線 ４ の 材 質 、 詳 細 形 状 、 ブ ラ シ 片 ３ の 撚 り 条 件 等 を 、 ブ
ラ シ 片 ３ が 鋼 板 面 に 接 触 し た 時 に は 鋼 板 面 へ 接 触 す る ブ ラ シ 片 ３ の 先 端 部 が 所 定 寸 法 だ け
撚 り が 緩 む と 共 に 、 ブ ラ シ 片 ３ が 鋼 板 面 か ら 離 れ た 時 に は 撚 り が 戻 る よ う に 、 設 定 し て も
良 い 。 前 記 の 設 定 を し た 場 合 は 、 撚 り が 緩 ん だ ブ ラ シ 片 ３ の 先 端 部 が 、 複 数 本 の 単 線 ４ に
分 割 さ れ る 。 そ の 為 、 分 割 さ れ た 単 線 ４ は 、 鋼 板 面 に 接 触 す る 事 に よ り 、 鋼 板 面 の 極 め て
微 細 な 凹 凸 形 状 、 奥 部 、 あ る い は 微 細 な 穴 部 等 に 入 り 込 ん で 、 汚 れ の 除 去 を 残 す こ と 無 く
で き る 。 ま た 、 ブ ラ シ 片 ３ が 鋼 板 面 か ら 離 れ た 時 に は 、 撚 り が 戻 る 為 、 常 時 、 同 じ 条 件 に
て 先 端 部 を 接 触 さ せ る 事 が で き る 。 そ の 為 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 、 極 め て 高 い 耐 久 性 を 有 す
る 事 が で き る 。 ブ ラ シ 片 ２ ３ 、 ３ ３ に つ い て も 、 ブ ラ シ 片 ３ と 同 じ 要 領 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 単 線 ４ は 、 各 種 被 膜 加 工 、 接 着 加 工 、 メ ッ キ 加 工 、 静 電 植 毛 加 工 等 に て 、 外 周 に
コ ー テ ィ ン グ 層 を 形 成 し て も 良 い 。 ま た 、 撚 り 線 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 単 線 ４ か ら な る ブ
ラ シ 片 ３ の 外 周 に 、 コ ー テ ィ ン グ 層 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 単 線 ４ の 外 周 に コ ー テ ィ ン グ 層 を 形 成 し た 場 合 に は 、 コ ー テ ィ ン グ 層 が 、 芯 線 ４ の 破 断
、 劣 化 を 、 抑 制 あ る い は 防 止 で き 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 、 高 い 耐 久 性 を 有 す る 事 が で き る 。
ま た 、 集 束 体 ７ 、 単 線 ２ ４ に つ い て も 、 単 線 ４ と 同 じ 要 領 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ブ ラ シ 片 ３ の 外 周 に コ ー テ ィ ン グ 層 を 形 成 し た 場 合 に は 、 コ ー テ ィ ン グ 層 が 、 複 数 の 単 線
４ の 撚 り の 戻 り 、 撚 り の ほ ぐ れ 等 の 形 状 変 形 あ る い は 劣 化 を 、 抑 制 あ る い は 防 止 す る 事 が
で き 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 、 高 い 耐 久 性 を 有 す る 事 が で き る 。 ま た 、 ブ ラ シ 片 ２ ３ 、 ３ ３ に
つ い て も 、 ブ ラ シ 片 ３ と 同 じ 要 領 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 図 ５ に て 、 ブ ラ シ ロ ー ル の 研 削 試 験 に つ い て 説 明 す る 。 研 削 試 験 に は 、 図 ５ 中 の
Ａ １ 、 Ａ ２ 、 Ａ ３ 、 Ａ ４ の ４ 種 類 の Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の 撚 り 線 を 使 用 し た 。 Ａ １ は 、 外 径 ０ ．
１ ５ ｍ ｍ の 単 線 を ７ 本 撚 っ て 撚 り 線 の 外 径 を ０ ． ４ ５ ｍ ｍ と し た ブ ラ シ 片 、 Ａ ２ は 、 外 径
０ ． １ ｍ ｍ の 単 線 を ７ 本 撚 っ て 撚 り 線 の 外 径 を ０ ． ３ ｍ ｍ と し た ブ ラ シ 片 、 Ａ ３ は 、 外 径
０ ． ０ ５ ｍ ｍ の 単 線 を ７ 本 撚 っ て 撚 り 線 の 外 径 を ０ ． １ ５ ｍ ｍ と し た ブ ラ シ 片 、 Ａ ４ は 、
外 径 ０ ． ０ ３ ｍ ｍ の 単 線 を ７ 本 撚 っ て 撚 り 線 の 外 径 を ０ ． ９ ｍ ｍ と し た ブ ラ シ 片 で あ る 。
上 記 Ａ １ 、 Ａ ２ 、 Ａ ３ 、 Ａ ４ に つ い て 、 そ れ ぞ れ の ブ ラ シ 片 を 使 用 し て 外 径 ３ ０ ０ ｍ ｍ 、
毛 丈 ４ ０ ｍ ｍ の ブ ラ シ ロ ー ル を 製 作 後 、 常 温 水 の ク ー ラ ン ト 液 を 吐 出 量 ５ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ 、 毎
分 １ ２ ０ ０ 回 転 に て 、 厚 み ２ ｍ ｍ × １ ０ ０ ｍ ｍ × １ ０ ０ ０ ｍ ｍ の 鋼 板 製 の 試 験 片 を 、 ０ ．
５ ｍ ｍ か ら ２ ｍ ｍ ま で の ラ ッ プ 量 に て 接 触 さ せ て 、 ２ ４ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ に て 通 板 後 、 研 削 量 を
測 定 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 試 験 の 結 果 、 図 ５ に お け る Ａ １ 、 Ａ ２ 、 及 び Ａ ３ は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ か ら ２ ｍ ｍ ま で の ラ ッ
プ 量 の 範 囲 に て 、 研 削 量 が ２ ． ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 上 で あ っ た 。 ま た 、 Ａ ４ は 、 研 削 量 が ２ ． ５
ｇ ／ ｍ ２ 以 下 で あ る と 共 に 、 ブ ラ シ 片 は 、 隙 間 に 入 り 込 ん だ 汚 れ 等 に よ る 目 詰 ま り が 発 生
し 、 試 験 片 に は 除 去 さ れ な い 汚 れ が 残 っ て い た 。 冷 間 圧 延 し た 直 後 の 鋼 板 の 表 面 に 付 着 し
て い る カ ー ボ ン や 残 留 鉄 分 等 の 汚 れ を 除 去 す る 為 の ブ ラ シ ロ ー ル の 研 削 量 に 関 し て は 、 ２
． ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 上 が 好 適 で あ り 、 ２ ． ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 の 場 合 に お い て は 、 汚 れ を 除 去 す る
為 の 研 削 量 が 不 足 す る 。 そ の 為 、 Ａ ４ の ブ ラ シ 片 に お い て は 、 鋼 板 の 通 板 速 度 を 極 め て 低
速 度 に 設 定 す る 事 に よ り 研 削 量 を 増 加 さ せ る 必 要 が あ る と 共 に 、 試 験 片 の 除 去 さ れ な い 汚
れ 、 及 び ブ ラ シ 片 の 隙 間 に 入 り 込 ん だ 汚 れ を 、 別 の ブ ラ シ ロ ー ル 等 に て 除 去 す る 必 要 が あ
る 。 そ の 為 、 本 発 明 の ブ ラ シ ロ ー ル に お い て は 、 使 用 す る ブ ラ シ 片 は 、 Ａ ３ の 如 く の 外 径
０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 の 単 線 か ら 構 成 さ れ た 撚 り 線 を 使 用 す る 事 が 望 ま し い 。 ま た 、 撚 り 線 の
外 径 は 、 Ａ ４ の 如 く の ０ ． ９ ｍ ｍ と Ａ ３ の 如 く の ０ ． １ ５ ｍ ｍ の 間 に て 使 用 す る 事 が 望 ま
し い 。 よ り 好 適 に は 、 ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 撚 り 線 の 外 径 を １ ． ５ ｍ ｍ 以 上 、 及 び 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 を ０ ． ５ ｍ ｍ
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以 上 に し た も の 数 種 類 に つ い て も 、 上 記 と 同 要 領 に て 研 削 試 験 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 、 研
削 量 に 関 し て は 、 ２ ． ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 上 が 確 保 さ れ て あ っ た が 、 洗 浄 後 の 鋼 板 の 表 面 粗 さ が
過 大 に な り 、 多 く の 汚 れ 残 り 、 毛 材 の 分 布 の む ら 、 洗 浄 む ら が 発 生 し て い た 。 そ の 為 、 冷
間 圧 延 し た 直 後 の 鋼 板 の 表 面 に 付 着 し て い る カ ー ボ ン や 、 残 留 鉄 分 等 の 汚 れ を 除 去 す る 為
の ブ ラ シ ロ ー ル と し て は 、 不 適 格 で あ る 事 が 判 明 し た 。 そ の 為 、 撚 り 線 の 外 径 は １ ． ５ ｍ
ｍ 以 下 、 あ る い は 撚 り 線 を 構 成 す る 単 線 の 外 径 は ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の も の を 使 用 す る 事 が 望
ま し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 実 施 例 １ の ブ ラ シ ロ ー ル １ は 上 記 の 如 く の 構 成 と な っ て い る の で 、 鋼 板 面 か ら ブ ラ シ 片
３ が 受 け る 衝 撃 力 等 の 反 力 を 、 撚 り 線 を 構 成 す る 複 数 の 単 線 ４ が 、 吸 収 、 及 び 分 散 さ せ る
事 が で き 、 ブ ラ シ 片 ３ の 毛 切 れ を 防 止 で き 、 ブ ラ シ 片 ３ が 変 形 し た 時 で あ っ て も 、 加 工 性
能 が 劣 化 す る 事 が 無 い 為 、 耐 久 性 の 極 め て 高 い ブ ラ シ ロ ー ル １ を 製 作 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ 片 ３ は 撚 り 線 で あ る 為 、 複 数 の 単 線 ４ が 撚 り を 加 え た こ と に よ る 毛 腰 を 発
生 さ せ る 事 が で き る 。 そ の 為 、 ブ ラ シ 片 ３ は 、 毛 癖 が 付 き に く く 、 毛 切 れ を 防 止 で き る 。
ま た 、 毛 癖 が 付 き に く い 為 、 長 時 間 ブ ラ シ ロ ー ル １ を 使 用 し て も 、 使 用 前 の ブ ラ シ 片 ３ の
外 径 を 保 持 す る 事 が で き 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 、 高 い 耐 久 性 を 有 す る 事 が で き る 。 ま た 、 ブ
ラ シ 片 ３ は 、 撚 り 線 の 先 端 部 が 被 加 工 面 に 接 触 す る 為 、 接 触 時 に は 、 先 端 部 の 撚 り が 少 し
ほ ぐ れ た 状 態 に な っ て い る 場 合 が あ る 。 そ の 為 、 特 に 、 細 か な 汚 れ を 除 去 す る 必 要 の あ る
鋼 板 面 の い ず れ の 箇 所 に お い て も 、 均 一 に 汚 れ を 除 去 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 は 、 酸 、 ア ル カ リ 、 熱 に 強 く 、 錆 が 発 生 す る 事 が 無 く 、 毛 折 れ が
少 な い を い う 性 質 を 有 し て い る 。 ブ ラ シ 片 ３ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 が 使 用 さ れ て あ る 為 、 耐
酸 性 、 耐 ア ル カ リ 性 、 耐 熱 性 が 必 要 と さ れ る 被 加 工 面 に た い し て 、 錆 が 発 生 す る 事 が 無 く
、 高 い 洗 浄 性 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 、 ブ ラ シ 片 ３ を 使 用 し て チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ ５ を 製 作 後 、 シ ャ フ
ト ２ の 周 面 に 密 集 さ せ て 巻 き 付 け て あ る 為 、 ブ ラ シ 片 ３ の 分 布 に む ら が で き る 事 無 く 、 鋼
板 面 に 洗 浄 む ら が 発 生 し な い と 共 に 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ を 安 価 に 製 作 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ 片 ３ に 高 い 耐 熱 性 を 有 す る ス テ ン レ ス 鋼 線 、 ピ ア ノ 線 、 硬 鋼 線 、 あ る い は
真 鍮 線 が 使 用 さ れ て あ る 為 、 合 成 樹 脂 の 毛 材 が 溶 け て し ま う 使 用 環 境 下 に お い て も 、 毛 材
が 溶 け る こ と 無 く 、 鋼 板 の 表 面 に 付 着 し た 汚 れ を 除 去 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 多 角 形 の 断 面 を 有 す る 単 線 ２ ４ を 撚 り 加 工 し た ブ ラ シ 片 ３ ３ を 使 用 し た 時 に は 、
多 角 形 の 角 部 が 鋼 板 の 表 面 に 接 触 し て 、 汚 れ を 掻 き 出 せ る 為 、 ブ ラ シ ロ ー ル １ は 高 い 洗 浄
性 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 実 施 例 １ の ブ ラ シ ロ ー ル １ は 、 上 記 の 如 く の 構 成 と な っ て い る が 、 ブ ラ シ 片 ３ に ピ ア ノ
線 を 使 用 し た 場 合 に は 、 ピ ア ノ 線 は 化 学 成 分 が 均 一 で 不 純 物 、 非 金 属 介 在 物 が 少 な い 為 、
特 に 高 い 耐 引 張 性 、 耐 へ た り 性 が 必 要 な 被 加 工 面 に た い し て 好 適 で あ る 。 ま た 、 硬 鋼 線 を
使 用 し た 場 合 に は 、 硬 鋼 線 は 冷 間 引 延 し に よ り 製 作 さ れ 、 安 価 な 為 、 特 に 錆 落 し 、 剥 離 、
ば り 取 り 、 ス ケ ー ル 除 去 、 研 削 、 研 磨 等 が 必 要 な 被 加 工 面 に た い し て 好 適 で あ る 。 ま た 、
真 鍮 線 を 使 用 し た 場 合 に は 、 真 鍮 線 は ス テ ン レ ス 鋼 線 、 硬 鋼 線 よ り も 毛 腰 が 柔 ら か い 為 、
特 に 真 鍮 、 あ る い は 銅 の 被 加 工 面 の ば り 取 り 、 研 磨 、 錆 落 し に た い し て 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ 片 ３ を 構 成 す る 複 数 の 単 線 ４ の 断 面 形 状 に つ い て は 、 上 記 の 丸 形 形 状 以 外
に も 、 三 角 形 、 四 角 形 、 五 角 形 、 六 角 形 等 の 多 角 形 、 あ る い は 概 波 形 、 楕 円 形 、 概 Ｖ 字 形
、 概 Ｘ 字 形 、 概 Ｙ 字 形 等 、 各 種 異 形 断 面 の 形 状 を 採 用 で き る 。 ま た ブ ラ シ 片 ３ は 、 複 数 種
類 の 材 質 の 単 線 を 、 混 ぜ 合 わ せ た 後 、 撚 り 線 に 形 成 し て 使 用 す る 事 も で き る 。 ま た 、 ブ ラ
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シ 片 ３ は 、 同 一 種 類 の 単 線 に て 形 成 し た 撚 り 線 を 、 複 数 種 類 製 作 し た 後 、 複 数 種 類 の 材 質
の 撚 り 線 を 混 ぜ 合 わ せ て 使 用 す る 事 も で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 の ブ ラ シ ロ ー ル は 、 さ ま ざ ま な 目 的 に た い し て 使 用 可 能 で あ る が 、 冷 間 圧 延 し た
直 後 の 鋼 板 の 表 面 に 付 着 し て い る カ ー ボ ン や 残 留 鉄 分 等 の 汚 れ を 除 去 す る 目 的 以 外 に も 、
例 え ば 、 鋼 板 、 非 鉄 金 属 板 、 樹 脂 板 、 あ る い は フ ィ ル ム 状 か ら な る 被 洗 浄 面 に 付 着 し た 水
分 、 油 分 、 あ る い は 薬 品 成 分 の 除 去 、 搾 取 、 洗 浄 、 及 び 前 記 被 洗 浄 面 に 水 分 、 油 分 、 あ る
い は 薬 品 成 分 を 塗 布 す る 等 、 高 い 耐 久 性 を 必 要 と す る ブ ラ シ ロ ー ル と し て 、 広 く 好 適 に 使
用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 　 本 発 明 の ブ ラ シ ロ ー ル を 前 面 側 か ら 見 た 斜 視 図
【 図 ２ 】 　 図 １ に 使 用 す る ブ ラ シ 片 を 前 面 側 か ら 見 た 斜 視 図
【 図 ３ 】 　 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 の ブ ラ シ 片 を 前 面 側 か ら 見 た 斜 視 図
【 図 ４ 】 　 図 １ の チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ の 断 面 図
【 図 ５ 】 　 ブ ラ シ ロ ー ル の 研 削 量 を 示 す グ ラ フ
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ 　 ブ ラ シ ロ ー ル 　 ２ 　 シ ャ フ ト 　 ３ 、 ２ ３ 、 ３ ３ 　 ブ ラ シ 片
　 ４ 、 １ ４ 、 ２ ４ 　 単 線 　 ５ 　 チ ャ ン ネ ル ブ ラ シ 　 ６ 　 止 め 金 具 　 ７ 　 集 束 体
　 ８ 　 帯 状 体 　 ９ 　 芯 線
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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